
















〈目的〉 

てんかん児の療育にたずさわる機関・施設の間で,またそれらとてんかん児の保護者の間で

,療育に関する情報が相互にやりとりされている実態を把握すること,および実際の社会生

活の各場面(学校・園など)でてんかん児に行われている生活・療育上の指導の実態を把握

することは,てんかん児の療育体制の有機的発展と効果的療育を促す施策を確立するうえ

で重要である。 

本研究では上に述べた点での実態把握を主な目的とし,さらにてんかんという病気が療育

にたずさわる人たちの中でどのように理解されているかを明らかにすることをも目的とし

て,アンケート用紙(資料 1参照)を作成し,それを用いてアンケート調査を行った。 


